
障害福祉サービス事業所（共同生活援助）ハーモニー 

（令和７年度 地域連携推進会議） 議事録 

開催日時 令和 7年 7月 28日  月曜日  9時 30分～11時 
１. 開催場所 社会福祉法人ふそう福祉会法人本部 食堂 

２. 出席者   

ホーム利用者代表       山内愛子 

ホーム保護者代表       丸谷洋子 

地域関係者            一色和夫（扶桑町民生委員 障害者（児）福祉部会部会長） 

福祉に知見のある人     森本真紀子（基幹相談支援センターふそう相談支援専門員） 

                  長友紀美子（基幹相談支援センターふそう） 

市町村の障害福祉担当者 川上倫子（主査）欠席の為→小室和広(統括主査)代理出席 

 

３. 会議内容 

まず初めに、「地域連携推進会議」について簡単に説明。 

① 各ホームの紹介 

法人パンフレットを使用し、各ホーム（ハーモニー、クローバー、ナデシコ）の説明を行う。 

② 令和６年度ハーモニー事業報告資料を基に報告を行う。 

３ホーム 定員１８名に対して現員１６名。それぞれの利用状況は次の通り。 

• ハーモニー（定員 6名 / 利用者：男性 3名、女性 3名） 

o 年間利用率は 92.0% です。 

• クローバー（定員 6名 / 利用者：男性 4名） 

o 年間利用率は 90.0% です。 

o 他の住居に比べて利用率にややばらつきが見られます。 

（2名の空きがあることが分かります） 

• ナデシコ（定員 6名 / 利用者：女性 6名） 

o 年間利用率は 97.6% と非常に高く、ほぼ満室状態で運営されています。 

③ 利用者のホーム生活や活動について報告を行う。 

令和６年度の活動報告 （行事写真についてはホームページや機関紙でも掲載しております。） 

４月に３ホーム合同の BBQ実施。 

５月にチャリティーコンサート参加。 

１０月利用者に大災害想定訓練として、岐阜県広域防災センターに体験研修を行った。 

１１月にふれ愛たんぽぽ祭り参加。 

６月、９月、１月に避難訓練。 

１月の初詣は、ホームでインフルエンザ流行の為今回は中止。 

その他、利用者の誕生日にお楽しみメニュー、ハロウィン、クリスマス会等行事実施。 

また、（任意）利用者健康診断、予防接種など要望があれば付き添い受診させていただきました。 

利用状況としては各ホームから入居者、それぞれが日中活動の場所へ参加しております。 

就労継続支援 B型（べーかりーたんぽぽ）利用８名、生活介護（たんぽぽ）利用８名のうち週２回デ

ィサービス利用１名。 

④ 職員研修について 

８月に全職員対象で虐待研修を実施。また、BCP（業務継続計画）策定運用状況として、６月に水

害想定訓練。９月に保護者対象に１７１ダイヤル体験訓練。１１月は、大災害時第一避難所確認訓

練を実施、３月に振り返り研修を行いました。 

 

 



⑤ 地域との連携 

ハーモニーの伊勢帰地区は、地区行事について回覧板等で周知ありますが、（職員体制等で）利

用者の参加ができていないのが現状です。ごみ立ち当番やお寺のお掃除については、職員が対

応させていただいております。 

クローバー・ナデシコの羽根地区は、地区行事について回覧板がまわってこないため、行事の把

握ができておりません。扶桑町の広報誌はいただいております。 

⑥ 利用者の権利擁護（虐待、事故、ヒヤリハットの報告）※別紙で説明。 

虐待は０件。 

事故及びヒヤリハットは、３ホーム合計で６０件。 

（内訳ハーモニー４１件。クローバー１１件。ナデシコ８件） 

内容は利用者の問題行動(盗食・無断外出等)２９件、利用者服薬に関する内容(服薬忘れ等）  

１件、利用者の怪我（てんかん発作等による転倒・やけど・利用者同士のトラブル） ８件、器物破

損（皿を割ったなど） １５件、その他 ７件 

⑦ 総括と今後の課題 

ホーム全体の利用率 93.6%で過去最高を達成し、定着化は進んでいる。今後の課題は、「クロー

バー」の空き部屋を埋めるための入居者募集を継続し、早い段階で空所を無くすこと。 

 

４. 質疑応答 ・・・皆様から、お話をお聞かせ願いたいなと思いますが、どうでしょうか？ 本当に些細なこと

で構いませんので、何でもお話しください。 

Q 先ほど、クローバーとナデシコのある地域との連携がちょっと希薄とおっしゃってましたけども、その辺

の今後の対策みたいなことは何か考えていらっしゃいますでしょうか？  

A クローバー・ナデシコの建設当時、私も前任者から引き継いでいろいろと話を聞いております。建設

当時に周辺住民さんから、様々なご意見をいただきました。前任の管理者の方が地域住民と説明会を

何度も行ってなんとか建設することができました。あれから数年間運営する中で、少しずつ地域の方々

に受け入れていただけるようになり、今日に至っています。少しずつでも障害者福祉を受け入れていた

だけるように日頃からの関係(挨拶等)を大切に生活させていただいています。 

まだまだ時間はかかるとは思いますが、これから先住民の方々に受け入れていただけるよう根気よく取

り組んでいきたいと思っております。 

※この会議、目的が地域と連携、透明性を測るというようなところもあるかと思いますので、そういったと

ころに、力を入れていくと、ハーモニーのようにうまくいくのかなと思いました。 

例えば地区の役員さん入っていただくことによって、より一層この施設の透明性が図れるんじゃないか

なというようなことをちょっと覚えました。  

 

ありがとうございます。 今後のご意見とさせていただきます。 

他はよろしかったでしょうか？ 

特になし。 

 

では、次に各グループホームの見学をしていただきます。  順次公用車にお乗りください。  

５. 施設見学 

3つのホームを順番(ハーモニー、ナデシコ、クローバー)見学する。 

・見学時、空き部屋を見ていただく。ハーモニーと作りが違うという意見やとてもきれいだと話が出る。 

Qお風呂は、どちらの方が広いですか?  

A クローバー・ナデシコよりもハーモニーの方が脱衣所の部分が広く設計されています。あとは変わらな

いです。 

 

６. 評価、要望、助言等 
特になし。来年以降もよろしくお願いします。と伝えて会議終了。 

共同生活援助ハーモニー 


